
【資料第２号】 

 

安全・安心まちづくり推進地区の指定について 

 

１ 経緯 

  平成１７年４月に文京区安全・安心まちづくり条例（平成１６年１２月文京区

条例第３３号。以下「条例」という。）を施行し、より地域の特性に合わせた支

援を進めていくため、条例第１７条の規定により、特定の施策を推進する地区を

指定してきた。 

  この度、防犯対策を推進する地区の新たな地域指定について、文京区安全・安

心まちづくり条例施行規則（平成１７年３月文京区規則第４５号）第４条の規定

による申請があったので、安全・安心まちづくり協議会に諮るものである。 

 

２ 指定申請のあった地区と内容 

（１）地区名 

   大塚仲町町会地区（防犯対策を推進する地区） 

（２）団体名及び代表者 

   大塚仲町町会 会長 宮本 忠昌 氏 

（３）申請内容 

   別紙申請書参照 

（４）地区の範囲 

大塚三丁目８番～１２番、１３番～１５番の一部、１９番、２０番の一部、

大塚四丁目２番（１～１５号）、３番（１～１２号）、４番（１～１２号）、６

番～２０番、３６番～４２番及び４５番の一部  

 

３ 地区指定の手続（予定を含む。） 

令和３年１０月１日 推進地区指定の申請 

令和３年１０月   第４３回安全・安心まちづくり協議会開催（書面審議） 

令和３年１１月３０日から令和４年１月４日まで 該当地域の区民意見聴取 

令和３年 １月   推進地区指定の決定 

 

（注）防犯対策を推進する地区とは、文京区安全・安心まちづくり条例に基づき、

安全・安心まちづくりに係る特定の施策として、自主防犯パトロールなどを行

う地区をいう。 

 









【資料第２号関連資料】 

 

 

大塚警察署 推進地区指定における所見【大塚仲町町会地区】 

 

 

 大塚仲町町会地区は、大塚警察署管内の北東側の署境に位置し、北側が豊島区

内の巣鴨警察署管内に、東側は文京区内の富坂警察署の管内に隣接しています。 

 東京メトロ丸ノ内線の新大塚駅と茗荷谷駅の中間地点付近でもある同地区

は、東西に不忍通りが横断し、通りの北側と南側で、街並みが異なる特徴があり

ます。 

 不忍通り北側の大塚４丁目地域は、不忍通りの沿線をはじめ中層マンション

も少なく閑静な住宅街が広がるエリアとなっており、南側の大塚３丁目地域は、

春日通りにも囲まれ、中層の商業ビル等が立ち並び、比較的に昼間人口が多い地

域です。 

 近年、この地域には、特殊詐欺の予兆電話、いわゆる「アポ電」が非常に多く

入電しています。その中でも、親族や警察官を騙り、直接犯人が現金やキャッシ

ュカードを受け取る形態の「アポ電」も多く入電しています。 

 また、昨年７月、この地域内において、帰宅途中の女子大生が不審な男性に後

を付けられ、声を掛けられる事案が発生しました。 

 このほか、ある建物では、今年の７月頃から複数回にわたり、郵便受けに缶コ

ーヒー等の液体を流し込まれる事案が発生し、犯人検挙に向け捜査に着手して

います。 

 このような情勢を鑑みると、犯罪抑止効果を高める一方で、被害等の発生時に

は、早期の犯人検挙等に繋げられるよう、街頭防犯カメラ設置の必要性が高くな

ってきている状況にあります。 

 大塚仲町町会地区の推進地区の指定について、大塚警察署からもよろしくお

願いしたいと思います。 

 

 

 

大塚警察署生活安全課防犯係 


